
広報ふくちやま　H27（2015）.4.151

第1010号北近畿をリードする創造性あふれるまち　福・知・山

平成
27（2015）年

4/15
～敬老乗車券販売中です！～

　平成27年度も引き続き500円で運賃3,000円分に使えるお得な『敬老乗車券』を販売します。
　今年度から、運転免許証を自主返納された人は年度中に5冊まで購入できます。
　本市では、高齢者が公共交通を利用しやすいよう支援を行うとともに、公共交通の利用促進を図ること
を目的に、路線バスや京都丹後鉄道の乗車券として利用できる「敬老乗車券」を販売します。

販売内容
・ 3,000円分（100円券30枚分）の乗車券を１冊500円で販売します。
・ 1人、年度中（平成27年4月1日～平成28年3月31日）に3冊まで購入できます。
　ただし、運転免許証を自主返納された人は5冊まで購入できます。
・使用期限は平成29年3月31日までです。
※平成26年度中に購入された敬老乗車券（文字がオレンジ色）の使用期限は平成28年3月末までです。ま
た、平成25年度中に購入された敬老乗車券（文字が緑色）は使用できません。

購入について

使用について

使用できる交通機関
・市営バス全線（三和バス、夜久野バス、大江バス）
・京都交通バス（市内を運行する全線）
・丹後海陸交通バス（福知山線）
・西日本ジェイアールバス（園福線）
・自主運行バス全線（三岳バス、庵我バス、中六人
部バス）

・京都丹後鉄道（全線［宮福線・宮津線]）
※ＪＲ、タクシー、高速バスでは使用できません。

使用上の注意
・本人以外使用できません。
　※家族でも使用できません。　　　　
・ 偽造、他人への譲渡および転売は禁止していま
す。

・盗難、紛失、有効期限切れおよび対象者の資格喪
失の場合の払い戻し、再発行はしません。

・おつりは出ません。
問合＝生活交通課（TEL24-7084・FAX23-6537）

イラスト提供／おまつかつみさん

購入できる人
・平成27年度中に75歳以上になる市民（昭和16
年4月1日以前に生まれた市民）

・福知山市在宅高齢者外出支援助成事業の対象者
でない人
購入時の注意
・購入時に本人確認しますので、健康保険証など
の本人確認ができるものをご持参ください。

・代理の人でも購入できます。ただし、同一世帯以
外の人の場合は委任状が必要です。

・運転免許証を自主返納された人で、3冊を超え
て購入される場合は、公安委員会が発行する「運
転経歴証明書」か「申請による運転免許の取消通
知書」をご持参ください。

購入できる場所
・生活交通課（市役所2階）
・各支所の窓口相談係
※駅・バス会社や鉄道・バス車内では販売していま
せん。
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市
制
施
行
記
念
日
で
あ
る
４
月
１
日
、「
平
成

27
年
度　

自
治
功
労
者
・
有
功
者
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
・

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞
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彰
な
ら
び
に
感
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状
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式
」
を
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や
ま
で
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

皆
さ
ん
の
功
績
と
健
闘
を
た
た
え
ま
し
た
。受
賞

さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

稲い
な

垣が
き

司し

郎ろ
う

さ
ん（
夜
久
野
町
向
）

　

夜
久
野
町
議
会
議
員　

２
年
11
カ
月
、

　

福
知
山
市
議
会
議
員　

７
年
11
カ
月

高た
か

宮み
や

辰た
つ

郎ろ
う

さ
ん（
大
江
町
金
屋
）

　

大
江
町
議
会
議
員　

２
年
８
カ
月
、

　

福
知
山
市
議
会
議
員　

７
年
11
カ
月

塩し
お

見み

芳よ
し

朗ろ
う

さ
ん（
東
本
町
）

　

福
知
山
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員　

15
年

山や
ま

下し
た

英ひ
で

男お

さ
ん（
聖
佳
町
）

　

福
知
山
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員　

15
年

西に
し

垣が
き

哲て
つ

哉や

さ
ん（
夜
久
野
町
上
町
）

　
京
都
府
介
護
認
定
審
査
会
委
員　

５
年
９
カ
月
、　　

　

福
知
山
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員　

９
年
３
ヵ
月

竹た
け

下し
た

一か
ず

成し
げ

さ
ん（
駅
前
町
）

　

福
知
山
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員　

15
年

神か
み

内う
ち

昭し
ょ
う

次じ

さ
ん（
長
田
段
）

　
京
都
府
介
護
認
定
審
査
会
委
員　

５
年
９
カ
月
、

　

福
知
山
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員　

９
年
３
カ
月

岩い
わ

見み

康や
す

代よ

さ
ん（
東
羽
合
）

　

福
知
山
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員　

15
年

藤ふ
じ

田た

幸さ
ち

代よ

さ
ん（
前
田
）

　

福
知
山
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員　

15
年

野の

田だ　

隆た
か
し

さ
ん（
北
本
町
一
区
）

　

北
本
町
一
区
自
治
会
長　
　

15
年

山や
ま

田だ

利と
し

明あ
き

さ
ん（
日
吉
ケ
丘
）

　
日
吉
ケ
丘
自
治
会
長
と
し
て
自
治
振
興
に
貢
献

山や
ま

田だ

浩ひ
ろ

和か
ず

さ
ん（
奥
野
部
）

福
知
山
市
消
防
団
長
・
副
団
長
・
修
斉
分
団
長

と
し
て
消
防
防
災
に
貢
献

荒あ
ら

木き

俊と
し

幸ゆ
き

さ
ん（
荒
木
）

福
知
山
市
消
防
団
副
団
長
・
大
正
分
団
長
と
し

て
消
防
防
災
に
貢
献

岩い
わ

佐さ　

隆た
か
し

さ
ん（
大
江
町
佛
性
寺
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
福
祉
衛
生
に
貢
献

松ま
つ

尾お

昇し
ょ
う

一い
ち

さ
ん（
大
江
町
千
原
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
福
祉
衛
生
に
貢
献

中な
か

井い

義よ
し

行ゆ
き

さ
ん（
日
尾
）

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
福
祉
衛
生
に
貢
献

瀬せ

川が
わ

成し
げ

鄕さ
と

さ
ん（
長
尾
）

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
福
祉
衛
生
に
貢
献

岸き
し

本も
と

利と
し

彦ひ
こ

さ
ん（
夕
陽
が
丘
）

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
福
祉
衛
生
に
貢
献

山や
ま

下し
た　

裕ゆ
た
か

さ
ん（
南
栄
町
）

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
福
祉
衛
生
に
貢
献

細ほ
そ

見み

孝こ
う

一い
ち

さ
ん（
三
和
町
菟
原
下
一
）

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
福
祉
衛
生
に
貢
献

福ふ
く

井い

順じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん（
岡
ノ
三
町
）

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
福
祉
衛
生
に
貢
献

藪や
ぶ

見み

・
坪つ
ぼ

内う
ち

ペ
ア（
福
知
山
成
美
高
等
学
校
）

　

２
０
１
４
マ
ド
ン
ナ
カ
ッ
プin

伊
予
市

　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン

　

女
子
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会　

優
勝

S
E
C
カ
ー
ボ
ン
株
式
会
社　

軟
式
野
球
部

　

天
皇
賜
杯　

第
69
回
全
日
本
軟
式
野
球
大
会

　

優
勝

福
知
山
成
美
高
等
学
校  

女
子
硬
式
野
球
部

　

第
18
回
全
国
高
等
学
校
女
子
硬
式
野
球

　

選
手
権
大
会　

優
勝

梅う
め

北き
た　

亘わ
た
る

さ
ん（
京
都
共
栄
学
園
高
等
学
校
）

平
成
26
年
度
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手

権
大
会
男
子
55
㎏
級　

優
勝

２
０
１
４
年
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
選
手
権
大

会
男
子
55
㎏
級　

優
勝

大お
お

槻つ
き

浩こ
う

二じ

さ
ん（
京
都
T
F
C
）

I
P
C
公
認
第
25
回
日
本
身
体
障
害
者
陸
上

競
技
選
手
権
大
会　

円
盤
投　

1
位（
20
ｍ
44
）、

や
り
投　

1
位（
22
ｍ
41
）

I
P
C
公
認
２
０
１
４
ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
陸
上

競
技
大
会　

砲
丸
投　

1
位（
7
ｍ
80　

日
本
新
）、

や
り
投　

1
位（
25
ｍ
11　

日
本
新
）

T
he 2nd C

hina O
pen A

thletics
 C
ham

pionships 2014 IPC
A
T
H
LET

IC
S G
RA
N
D
 PRIX

や
り
投　

１
位（
22
ｍ
53
）、

砲
丸
投　

２
位（
７
ｍ
28　

日
本
新
）

浅あ
さ

田だ

良よ
し

明あ
き

さ
ん

第
14
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会「
長
崎
が

ん
ば
ら
ん
ば
大
会
２
０
１
４
」
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク 

ア
キ
ュ
ラ
シ
ー　

１
位

青あ
お

山や
ま

友ゆ

莉り

菜な

さ
ん（
南
陵
中
学
校
）

皇
后
盃　

第
32
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子

駅
伝
競
走
大
会　

総
合
優
勝（
第
８
区　

区
間

３
位
）

※
所
属
は
大
会
出
場
時
点
で
す
。

岡お
か

野の

莉り

子こ

さ
ん（
福
知
山
高
等
学
校
）

第
60
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
高
等
学
校
の
部　

入
賞（
奨
励
賞
）

福
知
山
環
境
会
議　

代
表　

田た

倉く
ら

徹て
つ

也や

さ
ん

由
良
川
の
環
境
保
全
、
里
山
整
備
、
生
ゴ
ミ
堆

肥
化
、み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
の
普
及
等
に
取
り

組
ま
れ
、市
の「
環
境
基
本
計
画
」の
推
進
に
貢

献

平成27年度 自治功労者・有功者・スポーツ賞・ジュニア文化賞表彰ならびに感謝状贈呈式

表彰および感謝状を受けられた皆さん

自
治
功
労
者
表
彰

有
功
者
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞
表
彰

感
謝
状
贈
呈
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市 民 の 皆 さ ん の 声

新たな４年制公立大学の開学をめざしています
　市では、地域における大学の意義・必要性などを検証し、このたび、教育のまち福知山「学びの拠
点」基本構想を策定しました。現在、平成28年４月に新たな４年制公立大学を開学するため、取り組
みを進めています。

◆これまでの経過
平成26年６月 成美大学の公立化を求める市民の会および成美学園から「公立化に関する要望書」の提出 
  を受ける。
 ８月 成美学園から「成美大学・短期大学部　経営改善に関する報告書」の提出を受ける。
 10月 「４年制大学のあり方に関する有識者会議」
  設置（第１回～５回）
 11月 ４年制大学に関する市民の皆さんからの意見
  募集（11/25 ～ 12/19）
平成27年１月 「公立大学検討会議」設置（第１回～３回）
 ２月 教育のまち福知山「学びの拠点」基本構想（案）
  を策定
 ３月 市議会本会議にて「公立大学設置準備に係る
  新年度予算」採択

◆教育のまち福知山「学びの拠点」基本構想
①成美学園から成美大学の学舎などを譲り受け、公立大学法人として運営します。
②インターンシップ、フィールドワークを中心とした「地域協働型研究」を積極的に展開し、地域の将来を　
　担う人材を育成します。
③現在の経営情報学部を基盤に早期に学部学科体制の見直しを行うとともに入学定員増を図ります。
④京都工芸繊維大学北京都分校（仮称）との文理連携教育を推進します。
　福知山女子高校跡地に平成28年４月から国立大学法人京都工芸繊維大学北京都分校（仮称）の設置が計
画されており、同大学との文理連携教育を推進し、若者定住、地方創生、ふるさと再生を図ります。

Ｑ　なぜ開学を急ぐのですか？
Ａ　国の地方創生への地方大学の位置付け、京
都工芸繊維大学との連携、成美大学の学生確保
状況などを踏まえて、速やかに質の高い魅力的
な大学を設置するため、平成28年４月の開学が
必要と考えています。

Ｑ　公立大学が開学したら市民の負担（税金）が
大きくなるのでは？
Ａ　設置当初は学生数が少ないことから収支不
足が発生しますが、大学運営は学生からの授業
料や国からの補助金（地方交付税）を収入の柱と
して、不足分を市からの補助金で運営します。５
年目以降は収支が黒字化し、市の負担なく安定
的な大学経営が可能と考えています。

Ｑ　成美大学の救済では？
Ａ　市が公立大学の設置に当たって引き受ける
のは大学の施設や学生であり、成美大学の負債
は引き継がず、新たな理念のもとで公立大学を
設置するものです。

　大学基本構想やこれまでの取組み経過は市ホー
ムページで公開しています。
　ご意見やご質問がありましたら下記までお願い
します。
【公立大学検討事務局】
TEL24-7039・FAX23-6537
e-mail：daigaku@city.fukuchiyama.lg.jp

教育のまち福知山平成28年4月



H27（2015）.4.15　広報ふくちやま 4

副
市
長
就
任
の
お
知
ら
せ

　

３
月
26
日（
木
）、議
会
の
同
意
を
受
け
、４
月

１
日（
水
）よ
り
、新
た
に
、嵳さ

峩が

賢け
ん

次じ

副
市
長
が

就
任
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
副
市
長
は
、
伊い

東と
う

尚な
お

規き

副
市
長
と
２

人
体
制
と
な
り
ま
す
。

市
立
福
知
山
市
民
病
院

大
江
分
院
開
院
に
伴
う
人
事

　

４
月
１
日（
水
）か
ら
の
大
江
分
院
開
院
に
伴

う
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

〇
市
民
病
院

〇
大
江
分
院

各
所
属
職
員
名

　

市
長
以
下
課
長
級
以
上
の
職
員
配
置
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。３
０
９
人
の
人
事
異
動
を
行
い

ま
し
た
。組
織
数
は
市
長
事
務
部
局
で
７
部
６

室
28
課
１
事
務
局
３
支
所
92
係
で
す
。

市
長
部
局

市
長
公
室

▼
市
長
公
室
長　
　
　
　
　
　

長な
が

坂さ
か　

　

勉つ
と
む

▼
次
長
兼
企
画
課
長　
　
　
　

山や
ま

中な
か　

明あ
き

彦ひ
こ

▼
秘
書
課
長　
　
　
　
　
　
　

櫻さ
く

井ら
い　

雅ま
さ

康や
す

▼
公
立
大
学
検
討
事
務
局
長（
課
長
級
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山や
ま

中な
か　

忠た
だ

雄お

地
域
振
興
部

▼
部　

長　
　
　
　
　
　
　
　

片か
た

山や
ま　

正ま
さ

紀き

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
　

大お
お

西に
し　

誠せ
い

樹き

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

荻お
ぎ

野の　

幹み
き

雄お

▼
三
和
支
所
長（
次
長
級
）　　

田た

中な
か　

久ひ
さ

志し

▼
同
副
支
所
長（
課
長
級
）　　

水み
ず

谷た
に　

由ゆ

紀き

▼
夜
久
野
支
所
長（
次
長
級
）　

倉く
ら

垣が
き　

康や
す

子こ

▼
同
副
支
所
長（
課
長
級
）（
併
任
）

　

教
育
委
員
会
事
務
局
職
員　

藤ふ
じ

田た　

正ま
さ

美み

▼
大
江
支
所
長（
次
長
級
）　　

村む
ら

上か
み　

芳よ
し

道み
ち

▼
同
副
支
所
長（
課
長
級
）　　

井い
の

上う
え　

利と
し

導み
ち

▼
観
光
振
興
課
長　
　
　
　
　

大お
お

西に
し　

健け
ん

二じ

▼
次
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長　

芦あ
し

田だ　

修し
ゅ
う

司じ

総
務
部

▼
部　

長　
　
　
　
　
　
　
　

高た
か

橋は
し　

和か
ず

章あ
き

▼
危
機
管
理
監
・
危
機
管
理
室
長　

横よ
こ

山や
ま　

泰や
す

昭あ
き

▼
同
次
長　
　
　
　
　
　
　
　

丸ま
る

山や
ま　

政ま
さ

幸ゆ
き

▼
総
務
課
長（
併
任
）

　

公
平
委
員
会
事
務
局
長　
　

山や
ま

本も
と　

裕ひ
ろ

之ゆ
き

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

中な
か

田た　

幸ゆ
き

夫お

▼
職
員
課
長　
　
　
　
　
　
　

田た

村む
ら　

雅ま
さ

之ゆ
き

▼
同
参
事（
派
遣
）京
都
府
後
期
高
齢
者

　

医
療
広
域
連
合　
　
　
　
　

中な
か

見み　

信し
ん

治じ

▼
同
参
事（
派
遣
）京
都
府
住
宅
新
築
資
金
等

　

貸
付
事
業
管
理
組
合　
　
　

時と
き

井い　

博ひ
ろ

信の
ぶ

▼
情
報
推
進
課
長　
　
　
　
　

松ま
つ

本も
と

美み

規き

夫お

財
務
部

▼
部　

長　
　
　
　
　
　
　
　

夜や

久く　

豊と
よ

基き

▼
次
長
兼
契
約
監
理
課
長　
　

植う
え

村む
ら　

俊と
し

明あ
き

▼
次
長
兼
資
産
活
用
課
長　
　

大お
お

嶋し
ま　

康や
す

成な
り

▼
次
長
兼
財
政
課
長　
　
　
　

前ま
え

田だ　
　

剛つ
よ
し

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

岩い
わ

間ま　

信の
ぶ

之ゆ
き

▼
次
長
兼
税
務
課
長　
　
　
　

松ま
つ

本も
と　

義よ
し

男お

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

櫻さ
く
ら

井い　

直な
お

樹き

福
祉
保
健
部

▼
部　

長　
　
　
　
　
　
　
　

岡お
か

野の　

天た
か

明あ
き

▼
健
康
推
進
室
長（
兼
）

　

休
日
急
患
診
療
所
事
務
長　

土つ
ち

家や　

孝た
か

弘ひ
ろ

▼
同
次
長（
課
長
級
）（
兼
）

　
休
日
急
患
診
療
所
事
務
次
長　

吉よ
し

田だ　

和か
ず

彦ひ
こ

▼
同
参
事（
兼
）

　
休
日
急
患
診
療
所
事
務
次
長　

柴し
ば

田た

み
ど
り

▼
次
長
兼
地
域
福
祉
課
長　
　

岡お
か

部べ　

繁し
げ

己み

▼
次
長
兼
子
育
て
支
援
課
長（
兼
）

　

菟
原
児
童
館
長（
兼
）南
有
路
児
童
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林は
や
し

田だ　

恒つ
ね

宗む
ね

▼
く
り
の
み
園
長　
　
　
　
　

眞ま

下し
も　

妙た
え

子こ

▼
下
六
人
部
保
育
園
長　
　
　

今い
ま

田だ

由ゆ

紀き

子こ

▼
社
会
福
祉
課
長　
　
　
　
　

芦あ
し

田だ　

雅ま
さ

子こ

▼
次
長
兼
高
齢
者
福
祉
課
長　

小お

田だ　

浩こ
う

二じ

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

土つ
ち

家や　

邦く
に

子こ

市
民
人
権
環
境
部

▼
部　

長　
　
　
　
　
　
　
　

田た

中な
か　

　

悟さ
と
る　

▼
環
境
政
策
室
長　
　
　
　
　

堀ほ
り

内う
ち　

　

敏さ
と
し

▼
同
次
長　
　
　
　
　
　
　
　

松ま
つ

山や
ま　

晃て
る

章あ
き

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

藤ふ
じ

原わ
ら　

謙け
ん

司し

▼
人
権
推
進
室
長　
　
　
　
　

大お
お

江え

み
ど
り

▼
同
次
長　
　
　
　
　
　
　
　

山や
ま

根ね　

祥よ
し

和か
ず

▼
同
参
事（
兼
）

　

人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
き
ら
め
き
館
長（
兼
）

　

人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅あ
さ

田だ　

久ひ
さ

子こ

▼
次
長
兼
生
活
交
通
課
長　
　

横よ
こ

山や
ま　

　

晋す
す
む

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

菅す
が

沼ぬ
ま　

由ゆ

香か

▼
斎
場
長（
次
長
級
）　　
　
　

樋ひ

口ぐ
ち　

正ま
さ

信の
ぶ

▼
次
長
兼
市
民
課
長　
　
　
　

佐さ

さ々

木き

和か
ず

美み

▼
保
険
課
長　
　
　
　
　
　
　

山や
ま

路じ　

智さ
と

子こ

農
林
商
工
部

▼
部
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

大お
お

柿が
き

日ひ

出で

樹き

▼
農
林
管
理
課
長　
　
　
　
　

細ほ
そ

見み　

篤あ
つ

美み

▼
次
長
兼
農
業
振
興
課
長（
兼
）

　

家
畜
市
場
々
長　
　
　
　
　

谷た
に

口ぐ
ち　

清き
よ

成し
げ

▼
林
業
振
興
課
長　
　
　
　
　

長な
が

澤さ
わ　

　

学ま
な
ぶ

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

水み
ず

谷た
に　

光み
つ

昭あ
き

▼
次
長
兼
商
工
振
興
課
長　
　

中な
か

見み　

幸こ
う

喜き

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

村む
ら

尾お　
　

毅た
け
し

▼
産
業
立
地
課
長　
　
　
　
　

衣き
ぬ

川が
わ　

正ま
さ

彦ひ
こ

土
木
建
設
部

▼
部　

長　
　
　
　
　
　
　
　

蘆あ
し

田だ　

徹て
つ

二じ

▼
次
長
兼
土
木
課
長　
　
　
　

今い
ま

井い　

由よ
し

紀き

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

井い
の

上う
え　

和か
ず

成し
げ

▼
次
長
兼
建
築
課
長　
　
　
　

大お
お

槻つ
き　

宏ひ
ろ

志し

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

外げ

賀か　

眞し
ん

二じ

▼
次
長
兼
都
市
計
画
課
長　
　

垣か
き

谷た
に　

秀ひ
で

尚ひ
さ

▼
次
長
兼
都
市
整
備
課
長　
　

大お
お

橋は
し　

和か
ず

也や

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

榎え

本も
と　

雅ま
さ

之ゆ
き

嵳峩賢次副市長中村紳一郎副院長﨑長靖生分院長
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会
計
室

▼
室　

長　
　
　
　
　
　
　
　

荒あ
ら

木き　

一か
ず

昌ま
さ

▼
次
長（
課
長
級
）　　
　
　
　

牧ま
き　

　

正ま
さ

博ひ
ろ

市
議
会
事
務
局

▼
事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　

渡わ
た

辺な
べ　

尚な
お

生き

▼
次
長（
課
長
級
）　　
　
　
　

山や
ま

本も
と　

美み

幸ゆ
き

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▼（
併
任
）事
務
局
長　
　
　
　

中な
か

田た　

幸ゆ
き

夫お

監
査
委
員
事
務
局

▼
事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　

桐き
り

村む
ら　

正ま
さ

典の
り

教
育
委
員
会

▼
教
育
長　
　
　
　
　
　
　
　

荒あ
ら

木き　

德の
り

尚ひ
さ

▼
部　

長　
　
　
　
　
　
　
　

池い
け

田だ　
　

聡さ
と
る

▼
理　

事　
　
　
　
　
　
　
　

中な
か

川が
わ　

清き
よ

人ひ
と

▼
次
長
兼
教
育
総
務
課
長　
　

芦あ
し

田だ　
　

誠ま
こ
と

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

藤ふ
じ

田た　

一か
ず

樹き

▼
次
長
兼
学
校
教
育
課
長　
　

眞ま

下し
も　

　

誠ま
こ
と

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

一い
ち

戸の
へ　

香か
お

里り

▼
福
知
山
幼
稚
園
長　
　
　
　

武た
け

内う
ち　

啓け
い

子こ

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

芦あ
し

田だ　
　

收お
さ
む

▼
次
長
兼
生
涯
学
習
課
長　
　

﨑さ
き

山や
ま　

正ま
さ

人と

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

横よ
こ

山や
ま　

尚な
お

子こ

▼
中
央
公
民
館
長（
次
長
級
）　

植う
え

村む
ら　

孝た
か

子こ

▼
図
書
館
中
央
館
長（
兼
）図
書
館
三
和
分
館

　

長（
兼
）図
書
館
夜
久
野
分
館
長（
兼
）図
書

　

館
大
江
分
館
長（
次
長
級
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩し
お

見み　

英ひ
で

世よ

農
業
委
員
会
事
務
局

▼
事
務
局
長（
課
長
級
）　　
　

井い
の

上う
え　

陽よ
う

一い
ち

消
防
本
部

▼
消
防
長　
　
　
　
　
　
　
　

塩し
お

見み　

義よ
し

博ひ
ろ

▼
同
総
務
課
長　
　
　
　
　
　

足あ

立だ
ち　

　

豊ゆ
た
か

▼
同
警
防
課
長　
　
　
　
　
　

水み
ず

口ぐ
ち　

　

学ま
な
ぶ

▼
次
長
兼
通
信
指
令
課
長　
　

鈴す
ず

木き　

秀し
ゅ
う

三ぞ
う

▼
次
長
兼
予
防
課
長　
　
　
　

塩し
お

見み　
　

学ま
な
ぶ

▼
福
知
山
消
防
署
長（
次
長
級
）　

塩し
お

見み　

雅ま
さ

邦く
に

▼
同
警
防
課
長　
　
　
　
　
　

高た
か

橋は
し　

秀ひ
で

樹き

▼
同
予
防
課
長　
　
　
　
　
　

山や
ま

田だ　

敏と
し

弘ひ
ろ

▼
同
警
備
第
１
課
長　
　
　
　

澤さ
わ

田だ　

秀ひ
で

巨き 

▼
同
警
備
第
２
課
長　
　
　
　

土つ
ち

永な
が　

辰た
つ

彦ひ
こ

▼
同
東
分
署
長　
　
　
　
　
　

津つ

田だ

喜き

代よ

志し

▼
同
北
分
署
長　
　
　
　
　
　

塩し
お

見み　

和か
ず

久ひ
さ

上
下
水
道
部

●
上
下
水
道
事
業
管
理
者
職
務
代
理
者　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中な
か

川が
わ　

義よ
し

一か
ず

▼
部　

長　
　
　
　
　
　
　
　

中な
か

川が
わ　

義よ
し

一か
ず

▼
次
長
兼
総
務
課
長　
　
　
　

岡お
か

垣が
き　

　

要か
な
め

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

足あ

立だ
ち　

浩こ
う

生き

▼
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
課
長　
　

芦あ
し

田だ　

弥や
よ

生い

▼
水
道
課
長　
　
　
　
　
　
　

中な
か

村む
ら　

直な
お

樹き

▼
次
長
兼
下
水
道
課
長　
　
　

大お
お

槻つ
き　

訓く
に

宏ひ
ろ

市
立
福
知
山
市
民
病
院

●
病
院
事
業
管
理
者　
　
　
　

香か

川が
わ　

惠け
い

造ぞ
う

▼
副
院
長（
部
長
級
）　　
　
　

中な
か

村む
ら

紳し
ん

一い
ち

郎ろ
う

医
療
安
全
管
理
室

▼（
兼
）同
室
長　
　
　
　
　
　

中な
か

村む
ら

紳し
ん

一い
ち

郎ろ
う

感
染
管
理
室

▼（
兼
）同
室
長　
　
　
　
　
　

中な
か

村む
ら

紳し
ん

一い
ち

郎ろ
う

診
療
情
報
管
理
室

▼（
兼
）同
室
長　
　
　
　
　
　

中な
か

村む
ら

紳し
ん

一い
ち

郎ろ
う

地
域
医
療
連
携
室

▼（
兼
）同
室
長　
　
　
　
　
　

阪さ
か

本も
と　

　

貴た
か
し

地
域
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

▼
同
セ
ン
タ
ー
長　
　
　
　
　

北き
た

川が
わ　

昌よ
し

洋ひ
ろ

研
究
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
同
セ
ン
タ
ー
長　
　
　
　
　

川か
わ

島し
ま　

篤あ
つ

志し

事
務
部

▼
部　

長　
　
　
　
　
　
　
　

山や
ま

口ぐ
ち　

　

誠ま
こ
と

▼
次
長
兼
総
務
課
長　
　
　
　

上う
え

田だ　

栄え
い

作さ
く

▼
同
参
事　
　
　
　
　
　
　
　

小こ
ば

林や
し　

隆た
か

則の
り

▼
医
事
課
長　
　
　
　
　
　
　

樋ひ

口ぐ
ち　

　

学ま
な
ぶ

診
療
部

▼
部
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

小こ

牧ま
き　

稔と
し

之ゆ
き

▼
副
診
療
部
長　
　
　
　
　
　

川か
わ

上か
み　

定さ
だ

男お

▼
副
診
療
部
長　
　
　
　
　
　

山や
ま

下し
た　

貞さ
だ

雄お

▼
副
診
療
部
長　
　
　
　
　
　

平ひ
ら

山や
ま　

宏ひ
ろ

史し

▼
副
診
療
部
長　
　
　
　
　
　

金き
ん　

　

修し
ゅ
う

一い
ち

▼
内
科
医
長　
　
　
　
　
　
　

平ひ
ら

川か
わ　

浩こ
う

一い
ち

▼
内
科
医
長　
　
　
　
　
　
　

西に
し

垣が
き　

　

光ひ
か
り

▼
内
科
医
長　
　
　
　
　
　
　

金か
な

森も
り　

弘ひ
ろ

志し

▼（
兼
）内
科
医
長　
　
　
　
　

川か
わ

島し
ま　

篤あ
つ

志し

▼
精
神
神
経
科
医
長　
　
　
　

鑪た
た
ら　

　

直な
お

樹き

▼（
兼
）消
化
器
内
科
医
長　
　

小こ

牧ま
き　

稔と
し

之ゆ
き

▼
消
化
器
内
科
医
長　
　
　
　

髙た
か

島し
ま　

英ひ
で

隆た
か

▼
循
環
器
内
科
医
長　
　
　
　

阪さ
か

本も
と　

　

貴た
か
し

▼
小
児
科
医
長　
　
　
　
　
　

足あ

立だ
ち　

晋し
ん

介す
け

▼（
兼
）外
科
医
長　
　
　
　
　

川か
わ

上か
み　

定さ
だ

男お

▼（
兼
）外
科
医
長　
　
　
　
　

金き
ん　

　

修し
ゅ
う

一い
ち

▼
外
科
医
長　
　
　
　
　
　
　

小こ

西に
し　

啓ひ
ろ

夫お

▼
外
科
医
長　
　
　
　
　
　
　

木き

村む
ら　

吉よ
し

成し
げ

▼
脳
神
経
外
科
医
長　
　
　
　

村む
ら

上か
み　

　

守ま
も
る

▼
形
成
外
科
医
長　
　
　
　
　

辻つ
じ

子こ　

祥し
ょ
う

子こ

▼
小
児
外
科
医
長　
　
　
　
　

深ふ
か

田た　

良り
ょ
う

一い
ち

▼
皮
膚
科
医
長　
　
　
　
　
　

近ち
か

森も
り

亜あ

紀き

子こ

▼
泌
尿
器
科
医
長　
　
　
　
　

増ま
す

田だ　

健け
ん

人と

▼
泌
尿
器
科
医
長　
　
　
　
　

細ほ
そ

井い　

信し
ん

吾ご

▼
産
婦
人
科
医
長　
　
　
　
　

奥お
く

田だ　

知と
も

宏ひ
ろ

▼
眼
科
医
長　
　
　
　
　
　
　

水み
ず

野の

連れ
ん

太た

郎ろ
う

▼
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
医
長　
　

石い
し

坂ざ
か　

成し
げ

康や
す

▼（
兼
）リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平ひ
ら

山や
ま　

宏ひ
ろ

史し

▼
放
射
線
科
医
長　
　
　
　
　

坪つ
ぼ

倉く
ら　

卓た
く

司じ

▼
診
療
放
射
線
技
師
長　
　
　

橋は
し

岡お
か　

康や
す

志し

▼
麻
酔
科
医
長　
　
　
　
　
　

粟あ
わ

井い　

一か
ず

博ひ
ろ

▼
臨
床
検
査
科
長　
　
　
　
　

奥お
く

田だ　

隆た
か

史し

▼
臨
床
検
査
技
師
長　
　
　
　

吉よ
し

金か
ね

礼れ
い

三ざ
ぶ

郎ろ
う

▼
病
理
診
断
科
医
長　
　
　
　

永な
が

田た　

昭あ
き

博ひ
ろ

薬
剤
部

▼
部　

長　
　
　
　
　
　
　
　

立た
て

道み
ち　

直な
お

美み

▼
副
薬
剤
部
長　
　
　
　
　
　

山や
ま

本も
と　

真ま
さ

世よ

看
護
部

▼
部　

長　
　
　
　
　
　
　
　

森も
り　

由ゆ

香か

里り

▼
副
看
護
部
長　
　
　
　
　
　

髙た
か

松ま
つ　

満ま

里り

▼（
兼
）手
術
室
医
長　
　
　
　

金き
ん　

　

修し
ゅ
う

一い
ち

附
属
看
護
学
校

▼（
兼
）学
校
長　
　
　
　
　
　

中な
か

村む
ら

紳し
ん

一い
ち

郎ろ
う

▼（
兼
）事
務
長　
　
　
　
　
　

上う
え

田だ　

栄え
い

作さ
く

大
江
分
院

▼
分
院
長　
　
　
　
　
　
　
　

﨑さ
き

長な
が　

靖や
す

生お

▼
看
護
部
長　
　
　
　
　
　
　

佐さ

藤と
う

真ま

寿す

美み

地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
同
セ
ン
タ
ー
長　
　
　
　
　

和わ

田だ　

幹み
き

生お

▼
同
内
科
医
長　
　
　
　
　
　

宮み
や

﨑ざ
き　

　

聡さ
と
し

▼（
兼
）同
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﨑さ
き

長な
が　

靖や
す

生お

▼
薬
剤
科
長　
　
　
　
　
　
　
岸き

し

和わ

田だ

み
す
ず

▼
看
護
科
長　
　
　
　
　
　
　

井い
の

上う
え　

和か
ず

子こ

▼
看
護
科
参
事　
　
　
　
　
　

宮み
や

川か
わ

八や

重え

野の

▼
管
理
課
長　
　
　
　
　
　
　

阪さ
か

本も
と　

明あ
き

夫お



H27（2015）.4.15　広報ふくちやま 6

平
成
27
年
度
当
初
予
算

　

全
会
計
総
額
８
７
９
億
１
１
０
５
万
２
０

０
０
円
の
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
詳

し
い
内
容
は
４
月
１
日
号
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。）

平
成
26
年
度
補
正
予
算（
緊
急
経
済
対
策
分
）

　

市
で
は
国
の
緊
急
経
済
対
策
を
積
極
的
に

活
用
し
て
、
市
内
で
の
消
費
喚
起
や
市
民
の

生
活
支
援
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
の
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
基
づ

い
て
、今
後「
地
方
版
総
合
戦
略
」や「
地
方
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
す
。こ
れ
ら
を
先

行
的
に
実
施
す
る
た
め
に
平
成
27
年
度
以
降

に
予
定
し
て
い
た
事
業
を
前
倒
し
て
総
額

３
億
２
７
７
９
万
円
を
補
正
し
、
予
算
の
早

期
成
立
、事
業
の
実
施
を
図
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
補
正
予
算（
追
加
補
正
分
）

　

各
事
業
の
確
定
に
伴
い
事
業
費
の
整
理
を

行
う
こ
と
な
ど
で
、総
額
17
億
２
９
２
６
万

７
０
０
０
円
の
減
額
補
正
を
追
加
し
、
適
正

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

増
額
補
正
の
お
も
な
も
の

【
一
般
会
計
】

▽
ふ
く
ち
や
ま
復
興
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業　
　

１
億
１
８
７
４
万
８
０
０
０
円 

▽
起
業
お
う
え
ん
事
業  

３
５
８
万
７
０
０
０
円

▽
販
路
開
拓
支
援
事
業　
　
　

１
９
５
万
円

▽
海
の
京
都
博（
仮
称
）開
催
事
業  

３
０
０
万
円 

▽
介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
支
援
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
万
円

▽
ふ
る
さ
と
就
職
お
う
え
ん
事
業  

２
１
９
万
円

▽
夜
久
野
高
原
工
芸
村
整
備
事
業  

２
０
０
万
円

▽
佐
藤
太
清
記
念
美
術
館
特
別
展
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
　

３
６
４
万
９
０
０
０
円

▽
城
下
町
福
知
山
・
ま
ち
歩
き
観
光
促
進

　

モ
デ
ル
事
業　
　

５
５
７
万
２
０
０
０
円 

▽SEA
 T
O
 SU
M
M
IT
 

事
業  　

74
万
円 

▽
中
丹
式
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

43
万
３
０
０
０
円 

▽
介
護
人
材
確
保
対
策
事
業　

４
３
５
万
円 

▽
ひ
と
り
親
世
帯
保
護
者
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

54
万
６
０
０
０
円

▽
普
通
財
産
売
却
収
入
積
立
事
業 

　
　
　
　
　
　

２
億
４
７
３
万
２
０
０
０
円

▽
Ｋ
Ｔ
Ｒ
経
営
支
援
事
業 

　
　
　
　
　
　
　

６
７
０
１
万
５
０
０
０
円

▽
地
方
バ
ス
路
線
運
行
事
業 

　
　
　
　
　
　
　

５
９
２
４
万
５
０
０
０
円

▽
除
雪
関
連
事
業　
　
　
　

６
３
９
０
万
円

▽
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
基
金
造
成
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
０
万
円

▽
自
立
支
援
給
付（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
）

　

事
業　
　
　
　

６
８
５
４
万
４
０
０
０
円

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

▽
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費 

　
　
　
　
　

３
億
１
０
５
６
万
４
０
０
０
円

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計（
保
険
事
業
勘
定
）】

▽
介
護
保
険
給
付
費　

２
億
４
０
０
０
万
円

減
額
補
正
の
お
も
な
も
の

【
一
般
会
計
】

▽
８
月
暴
雨
災
害
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

　
（
ド
ッ
コ
イ
セ
ま
つ
り
・
福
知
山
お
城
ま
つ
り
）

　

の
中
止　
　
　

△
３
８
５
万
７
０
０
０
円

▽
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
１
億
７
０
０
万
円

▽
災
害
ご
み
対
策
処
理
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
５
５
０
０
万
円

▽
ふ
る
さ
と
融
資
貸
付
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
７
５
０
０
万
円

▽
小･

中
学
校
施
設
空
調
設
備
設
置
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
　

△
１
億
２
０
０
０
万
円

▽
桃
映
中
学
校
北
校
舎
改
築
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

△
５
５
０
０
万
円

▽
災
害
復
旧
事
業 （
８
事
業
）  

△
３
億
17
万
円

【
下
水
道
事
業
会
計
】

▽
災
害
復
旧
費（
ポ
ン
プ
場
施
設
復
旧
工
事
等
）

　
　
　
　

△
18
億
６
９
９
６
万
２
０
０
０
円

（
新
規
５
件
）　

福
知
山
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
条
例
・

福
知
山
市
民
ホ
ー
ル
条
例
な
ど

（
一
部
改
正
29
件
）　

消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、給
与
、服
務
等
に

関
す
る
条
例
・
国
民
健
康
保
険
条
例
・
介
護
保

険
条
例
な
ど

（
廃
止
２
件
）

地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
基
金
条
例
・
三
岳

青
少
年
山
の
家
条
例

そ
の
他
13
件

 　

財
政
調
整
基
金
の
繰
入
れ
、訴
え
の
提
起

（
裁
判
上
の
和
解
を
含
む
。）、辺
地
総
合
整
備

計
画
の
策
定
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村

計
画
の
変
更
、子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
策
定
、
障
害
者
計
画
の
策
定
、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
、工
事
請
負
契
約
の
変
更（
２

件
）、
物
品
の
取
得
、
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
期
間
の
変
更
、
市
道
の
認
定

及
び
路
線
変
更
、土
地
改
良
事
業
の
施
行

報
告
１
件 

専
決
処
分　

損
害
賠
償
の
額
に
つ
い
て

人　

事 

　

副
市
長
の
選
任

　
　

嵳さ

峩が　

賢け
ん

次じ

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
篠
尾
新
町
・
１
期
目
）

　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

　
　

髙た
か

木ぎ　

久く

美み

子こ

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
三
和
町
菟
原
下
・
３
期
目
）

市
会
発
議（
可
決
の
み
掲
載
）

・
福
知
山
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
の
制
定

・
福
知
山
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

・
福
知
山
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
・
手
話
言
語
条
例
制
定
を
求
め
る
決
議

　

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決

条
例
36
件

３
月
定
例
市
議
会
が
、２
月
25
日
か
ら
３
月
26
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
議
会
に
、市
で
は
84
議
案
を
提
案
。い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

84
議
案
が
可
決
（
人
事
案
件
は
同
意
）

３
月
定
例
市
議
会

  
平
成
27
年
度
予
算
・
平
成
26
年
度
補
正
予
算
な
ど
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情報局
福祉

福知山市高齢者対策協議会委員を募集します
　本市の今後の高齢者保健福祉のあり方、高齢者
保健福祉計画の内容などについて検討する協議
会委員を募集します。
募集人員＝2人（公募以外の委員を含めた委員数は25人の予定）
任期＝3年間（平成27年6月～平成30年3月）
開催回数＝年3～ 4回程度を予定（年によって開
催回数が変わります）
報酬＝協議会に出席された場合、規定の報酬額を
支払います。
応募資格＝市内居住、通勤、通学し、6月1日現在
で満20歳以上の人
応募方法＝応募申込書に必要事項を記入し、5月
15日（金）までに直接または郵送（当日消印有効）で
高齢者福祉課介護福祉係まで申し込んでください。
※応募申込書は高齢者福祉課および3支所にあります。
また、市ホームページからダウンロードもできます。

※応募書類は返却しません。
選考方法＝応募者多数の場合、抽選により決定し、
5月下旬に選考結果を応募者全員に送付します。
問合＝高齢者福祉課介護福祉係
　　　（TEL24-7013・FAX22-9073）

介護支援サポーターの登録をお願いします！
～まずは研修の受講から～
　市では、介護保険施設で介護支援サポーター活
動を行い、社会参加・地域貢献活動を通じて、ご自
身の介護予防や健康増進などを推進することを
目的とした研修会を実施しています。
　介護支援サポーターの皆さんには、活動の実績
に応じて評価ポイントが貯まり、その貯まったポ
イント数により換金できるため、介護保険料の負
担が軽減されることになります。
●どうしたらサポーターになれるの？
　市が開催している説明会と研修会を受けた後、

登録の手続きを行います。対象は市内在住の65歳
以上の人となります。
説明会・研修会の日程＝5月19日（火）
午後1時30分～（3時間程度）
所＝総合福祉会館32号室（内記二丁目）
申込＝電話にて前日までに高齢者福祉課地域包
括支援係（TEL24-7073・FAX22-9073）まで

平成27年度介護職員実務者研修の受講生募集
　京都府と関係市町で進めている京都府北部福
祉人材養成システムの一環として、平成27年度か
ら介護福祉士資格の取得につながる介護職員実
務者研修が市内において実施されます。
  この実務者研修は、市内の高齢者・障害者福祉事
業に取り組む11法人で構成する一般社団法人福
知山民間社会福祉施設連絡協議会が近畿厚生局
の指定のもと実施されるものです。
募集期間＝4月30日(木）まで
申込方法＝「募集要項」をご確認の上、「受講申込
書」を「介護・福祉人材養成センター」までご提出
ください。
※「募集要項」は高齢者支援課、社会福祉協議会、
「介護・福祉人材養成センター」事務局および加
盟各施設にあります。
＜本市における介護職員実務者研修＞
受講期間＝平成27年5月～平成28年3月
受講コース＝450時間コース(定員30人)・320時
間コース(定員30人)
【通信教育＋スクーリング・演習(※月2回・火曜日のみ)】
スクーリング会場＝成美大学2号館（福祉棟）
受講費用＝取得資格の無い人　15万円、
　　　　　初任者研修修了者　12万円
（※補助制度がありますので実際の負担は半額となります）
【「受講申込書」提出先および問合せ先】
一般社団法人 福知山民間社会福祉施設連絡協議
会事務局「介護・福祉人材養成センター」事務局
字堀3370番地　成美大学2号館内
（TEL23-3335・FAX23-3305
E-mail:fukushirenkyo@movie.ocn.ne.jp）

交通
平成27年　春の全国交通安全運動
5月11日（月）～ 5月20日（水）
　交通事故は、いつ・誰の身に発生するか予測で
きないものです。市民一人ひとりが交通安全につ
いて考え、交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の向上に取り組むことで、交通事故防止の徹底を
図ります。
【スローガン】
　『目を合わそう』それが無事故の愛ことば
【運動の重点】
運動の基本　～子どもと高齢者の交通事故防止～

・自転車の安全利用の推進（特に、自転車安全利用
五則の周知徹底）

・全ての座席のシートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底

・飲酒運転の根絶
【おもな取組み】
・春の交通安全市民大会
日時=5月11日（月）午後1時30分～
場所＝大江町総合会館（大江町河守）
・シルバードライビングスクール
・街頭啓発　など
■福知山市交通対策協議会事務局
　生活交通課交通対策係
　（TEL24-7084・FAX23-6537)

市
民
を
ど
真
ん
中
に
！

市
民
と
市
長
の
ま
ち
か
ど
懇
話
会

市
の
将
来
像
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、市
長
と
意
見
交
換
し
ま
せ
ん
か
。　

開
催
日
＝
４
・
５
・
６
月　

※
開
催
時
間
は
、約
１
時
間
30
分　

※
開
催
場
所
は
、申
込
者
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。　

※
対
象
団
体
メ
ン
バ
ー
の
半
数
以
上
が
市
民
で
、市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど　

※
１
団
体
、年
１
回
と
し
、政
治
・
商
況
・
営
利
活
動
団
体
は
除
き
ま
す
。　

申
込
＝
４
月
30
日（
木
）ま
で

に
、①
開
催
希
望
日
時　

②
開
催
場
所　

③
団
体
名　

④
代
表
者
氏
名
と
そ
の
連
絡
先　

⑤
懇
談
テ
ー
マ　

を
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、市
民
相
談
室（
TEL 

24-

７
０
２
７
・
FAX 

24-

７
０
２
３
）ま
で
。
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■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
■消　防　署（TEL22-0119・FAX22-5458）■東 分 署（TEL27-0119）■北分署（TEL33-0119）

『
ふ
く
ち
や
ま
復
興

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
』
販
売
開
始
！

　

１
０
、０
０
０
円
で
２
、０
０
０
円
分
お
得
！

様
ま
で
購
入
可
能
）

●
販
売
期
間
＝
４
月
16
日（
木
）
〜

　

売
切
れ
次
第
販
売
終
了
と
な
り
ま
す
。

●
販
売
店
＝
福
知
山
商
工
会
議
所（
TEL 

22-

２
１
０
８
）、

福
知
山
ま
ち
づ
く
り（
株
）（
TEL 

23-

０
２
６
６
）、

福
知
山
市
役
所（
TEL 

24-

７
０
７
５
）、

京
都
北
都
信
用
金
庫
福
知
山
中
央
支
店（
TEL 

22-

４
１
５
２
）、

(
株)
京
都
銀
行
福
知
山
支
店（
TEL 

22-

３
１
１
１
）

お知らせ

平成27年度に出生・死亡・死産・婚姻・離婚
の届出をされる人へのお願い
　出生や死亡、死産があった場合や、婚姻、離婚を
された人にはそれぞれ「出生届」「死亡届」「死産
届」「婚姻届」「離婚届」を市役所または支所の窓
口に提出していただいております。
　この各届出には、5年に一度、国勢調査の行わ
れる年度には、職業の記入も（死亡届には産業の
記入も）お願いしています。
　届出は、厚生労働省の実施する「人口動態調査」
にも活用され、毎年、出生・死亡・死産・婚姻・離婚
の状況を調べており、その調査結果は、公衆衛生・
労働衛生・社会福祉など各施策のための基礎資料
として活用されています。
　人口動態調査で使用する情報は統計法により、
厳しく守られておりますので、安心してご記入く
ださい。
対象＝平成27年4月1日から平成28年3月31日ま
での出生・死亡・死産・婚姻・離婚の届出
調査方法＝各届書の届出をされるときに、それぞ
れの職業をご記入ください。
記入例
　・医師・教員などは「専門・技術職」
　・販売店員・営業職従事者などは「販売職」
　・一般事務員などは「事務職」
　・美容師・ホームヘルパーなどは「サービス職」
※死亡届にはこのほか、「農業」「建設業」「製造
業」「不動産業」といった産業も併せてご記入く
ださい。

　届出をする市役所・支所窓口に「出生・死亡・死
産・婚姻・離婚の届出をされる人にお願い（職業・
産業例示表）」を備え付けていますので、ご参考の
上、記入をお願いします。
問合＝市民課記録係（TEL24-7014・FAX23-9780）

身元調査しない・させない・見逃さない
　身元調査は、個人に関わる情報を本人の知らな
いところで調査することです。このような行為
は、プライバシーの侵害にあたるだけでなく、関
わりたくない避けたいという意識で排除する差
別行為です。本市では、皆さんと共に「身元調査お
断り運動」を進めていきます。
■人権推進室人権推進係
　（TEL24-7022・FAX23-6537）
　生涯学習課人権教育係
　（TEL24-7065・FAX23-6537）

緑あふれる「鬼伝説の町」で暮らしてみませんか？
鬼の里Uターンプラザ入所者・
定住促進住宅入居者募集！

順次審査を経て、入所（入居）していただけます。
鬼の里Uターンプラザ1（公庄）
間取り 使用料 共益費 保証金
2LDK 40,000 円 1,000 円 100,000 円
鬼の里Uターンプラザ2（波美）
間取り 使用料 共益費 保証金
2LDK 42,000 円 1,000 円 100,000 円
2LDK 35,000 円 1,000 円 100,000 円
入所条件
▶本市大江地域への転入希望者
▶おおむね45歳以下の人で構成される世帯（単身
可）
入所期間＝最長5年（6カ月ごとに更新手続きが必要）
申請に必要な書類
▶入所申請書、申込理由書、住民票の写し、所得を
証明する書類
鬼の里定住促進団地（美鈴新）
間取り 使用料 敷金
2LDK 47,000 円 141,000 円
2LDK 39,000 円 117,000 円
入居資格
▶主たる生計者が45歳未満であること（単身可）
▶地域の活性化に寄与しようとする人であるこ
と。
▶現に自ら居住するための住宅を必要としてい
ること。
▶現に市町村民税を滞納していないこと。
入居期間＝5年（更新可）
申請に必要な書類
▶入居申込書、住民票の写し、課税証明、納税証明
申込受付＝午前8時30分～午後5時15分に大江支
所窓口相談係までお越しください。
※土・日・祝日は除きます。
問合＝大江支所窓口相談係
　　　（TEL56-1103・FAX56-2018）
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情報局
●
概
要
＝
販
売
枚
数
：
５
２
、０
０
０
セ
ッ
ト

・
１
セ
ッ
ト（
12
枚
１
２
、０
０
０
円
）を
１
０
、０
０
０
円
で
販
売

・
有
効
期
限
は
販
売
日
か
ら
平
成
27
年
８
月
31
日（
月
）ま
で

・
購
入
は
お
一
人
様
５
セ
ッ
ト
ま
で（
代
理
購
入
の
場
合
は
２
人

福
知
山
市
商
工
会
本
所（
TEL 

56-

５
１
５
１
）、

三
和
支
所（
TEL 

58-

３
６
６
７
）、

夜
久
野
支
所（
TEL 

37-

０
０
０
１
）、

福
知
山
観
光
協
会（
TEL 

22-

２
２
２
８
）、

●
使
用
可
能
な
お
店=

福
知
山
市
・
福
知
山
市
商
工
会
議
所
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
（http://w

w
w
.fukuchiyam

a.or.jp/

） 

●
問
合=

福
知
山
商
工
会
議
所（
TEL 

22-

２
１
０
８
）

※えほんのへやは、会場への入場者の人数によっては入場できない場合があります。

福知山市立図書館　平成27年5月のイベント
と　　き 行　事　名 対　象 内　　容 申込 ところ／連絡先

7日㈭　①10：30～
　　　　 ②11：30～

おはなしの
ひろば 幼　児 絵本の読みきかせ 不

要
※「工作教室」申込
4月24日㈮
午前10時受付開始

■中央館（駅前町）
　TEL22-3225・FAX22-7118

9日㈯　　10：30～ 工作教室 5歳～
小学生 工作 要

12日㈫　①10：30～
　　　　 ②11：30～

おはなしの
ひろば 幼　児 英語による絵本の読

みきかせ

不

要

14日㈭　　11：00～ たのしい
おはなし会 幼　児 絵本の読みきかせ・手

あそび・紙芝居など

23日㈯　　11：00～ 小学生
おはなし会 小学生 読みきかせ・紙芝居な

ど
27日㈬　①10：15～
　　　　 ②11：15～

えほんのへや
【だっこクラス】

4カ月児～
10カ月児 絵本の読みきかせ・手

あそび・わらべうたな
ど28日㈭　①10：15～

　　　　 ②11：15～
えほんのへや
【よちよちクラス】

11カ月児～
1歳児

8日㈮　　11：00～ おはなしのへや 4カ月児～
1歳児

絵本の読みきかせ・ふ
れあいあそびなど 要

4月24日㈮午前10時受付開始
■大 江 分 館（大江町中央）
　TEL兼FAX56-1017

10日㈰　　13：30～ 春のおはなし
会スペシャル

幼児～
小学生

絵本の読みきかせ・ふ
れあいあそびなど 不

要

■夜久野分館（夜久野町下町）
　TEL 兼 FAX37-1066

22日㈮　　10：30～ おはなし会 幼　児 絵本の読みきかせ・ふ
れあいあそびなど

■三 和 分 館（三和町千束）
　TEL58-4715・FAX58-4716

福知山市佐
さ

藤
とう

太
たい

清
せい

記念美術館 特別展
荒井良二 絵本原画展
～ 絵本の国からコンニチハ ～
会期＝4月29日（水・祝）～ 6月14日（日）
NHK連続テレビ小説「純と愛」のオープニング原画
を担当したことでも知られる絵本作家、荒

あら

井
い

良
りょう

二
じ

さ
んの原画展を開催します。原画の他、下絵やスケッ
チなど貴重な資料もご覧いただけます。微笑ましく
も温かい荒井良二ワールドをお楽しみください。
■オープニング記念
“図書館中央館による絵本（荒井さんの絵本）の読
みきかせ”
日時＝4月29日（水・祝）各回20分程度
1回目＝午後2時～／ 2回目＝午後3時～
■ギャラリー・トーク
日時＝6月3日（水）午後2時～ 3時
お話＝谷

たに

　文
ふみ

絵
え

さん（絵本ちゃん）
※場所はいずれも美術館展示室2階　
参加自由（ただし、要入館料
大人210円・子ども100円）
共催＝図書館中央館
協力＝絵本ちゃん
（京丹波町旧質美小学校
にある絵本店）
問い合わせ先＝佐藤太清
記念美術館（岡ノ）
TEL兼FAX23-2316

第50回福知山市子ども大会
時＝5月3日（日・祝）午前10時～午後3時
所＝三段池公園総合体育館および周辺（猪崎）
内容＝ステージショーやお祭りコーナー、体験教室、
模擬店など、楽しい催しがいっぱいです。また、中学生
以下を対象に児童科学館・動物園・植物園の無料入場
券（開催日時間中有効・先着1500人分）を体育館玄関
前の本部で配付します。
問合＝福知山市子ども会指導者連絡協議会事務局
（生涯学習課内　TEL兼FAX22-9552）

「イクマチフリーマーケット」出店者募集！
　子育て中の親同士・子ども同士の交流の場として
「イクマチフリーマーケット」の出店者を募集します。
時＝6月27日（土）　午前10時30分～午後2時
所＝三段池公園総合体育館　サブ・アリーナ（猪崎）
内容＝親子でフリーマーケット（家庭内で不要になっ
た子育て用品限定）
出店料＝300円（親子1グループ）
出店資格＝市内在住の親子
募集店舗数＝15店舗※募集多数の場合、抽選により決定
問合・申込方法＝5月8日（金）までに申込書に必要事項
を記入の上、封筒に「イクマチフリーマーケット申込
書在中」と明記し、ＮＰＯ法人おひさまと風の子サロ
ン（TEL23-5722・FAX45-6066）まで申し込んでくださ
い。
※申込書は子育て支援課、各児童館、各子育て支援セ
ンターなどにあります。

　市ホームページからダウンロードできます。
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■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
■消　防　署（TEL22-0119・FAX22-5458）■東 分 署（TEL27-0119）■北分署（TEL33-0119）

植物園　春のイベント
5月の植物観察会
　市自然科学協力員の指導で公園近くの農道の
木や野草を観察します。参加費は無料です。
時＝5月9日（土）午前9時30分～正午
申込期限＝5月7日（木）まで

わたしの作品展
　植物に関する作品（盆栽・寄植え・押し花、写真
など）を募集し展示します。
時＝5月9日（土）～ 17日（日）
定員＝15人（展示面積1人0.8㎡）
募集開始＝4月20日（月）から（先着順）

石
せっ

斛
かい

（長生蘭）展
　豊かな花色や花形と微香、葉芸を楽しむ石斛の
数々を展示します。
時＝5月9日（土）～ 17日（日）
入園料金＝大人310円、
　　　　　小人（4歳～中学生）150円（税込）

花季さつき展
　多種多彩な花色や花型の市の花「さつき」を展
示し、手入れの仕方などの相談に応じます。
入場料金は無料です。
時＝5月30日（土）～ 31日（日）

講習会「フラワーアレンジメント教室」
　観葉植物を使ってグリーンアレンジメントを
作ります。
時＝6月7日（日）午後1時30分～ 3時30分
所＝都市緑化植物園・三段池体育館（三段池公園内）
講師＝小

こ

中
なか

順
じゅん

子
こ

さん（日本フラワーデザイナー協会本部講師）
受講料金＝1800円（材料費のみ）
定員＝15人　募集開始＝5月1日（金）から（先着順）

所＝いずれも都市緑化植物園（三段池公園内  猪崎）
申込・問合＝電話またはファクスで都市緑化
植物園（三段池公園内・猪崎　TEL22-6617・
FAX22-6629）

大
江
町
和
紙
伝
承
館
の

　
　
　

開
館
日
変
更
の
お
知
ら
せ

※
な
お
、和
紙
の
手
す
き
体
験
を
10
人
以
上
の
団
体

で
平
日
に
希
望
さ
れ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

○
講
座
＝「
大
江
甲
拾
に
よ
る
書
の
体
験
会
」、

　
　
　
　
　

４
月
26
日（
日
）午
後
１
時
〜
３
時

　
　
　
　
「
絵
て
が
み
体
験
会
」

　
　
　
　
　

５
月
24
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

教育

次世代を担う若者募集中！！
対象＝市内在住または、市内の高等学校に在学する生徒、もしくは市内在住で18歳未満（4月1日現在）

の社会人で社会教育活動を実践している人またはその意欲のある人
内容＝市内での学習、現地学習、啓発活動

長崎の旅 沖縄人権文化体験研修
　次世代を担う
若者が被爆地長
崎において、被爆
や戦争の実相に
ふれ、平和と人権
の尊さについて
学ぶことを目的
に実施します。現
地では、平和祈念式典（8月9日）への参列や、
フィールドワーク、全国各地の青少年が集う
「青少年ピースフォーラム」への参加などによ
り学習・交流を深めます。現地学習終了後は福
知山平和大使として、さまざまな啓発活動への
参加により「恒久平和宣言のまち福知山」を確
かなものにします。
実 施 日＝8月8日（土）～ 10日（月）
定　　員＝4人　　参加費用＝5,000円
問　　合＝人権推進室
　　　　　（TEL24-7022・FAX23-6537）

ふりそでの少女像前にて

国内で最大の地上戦が行われた「沖縄」につい
て学び、平和の尊さや戦争の悲惨さを学校や地
域等様々な舞台で伝えていってくれる高校生
を募集します。活動期間中は市内で、学習・啓発
を行う他、実際に沖縄を訪問し、戦争やハンセ
ン病問題について学びます。
活動期間=平成27年6月～平成28年3月
定　　員=5人　参加費用=10,000円
問　　合=生涯学習課人権教育係
　　　　　（TEL24-7064・FAX24-4880）

沖縄県平和祈念資料館にて

いずれも申込締切は5月15日（金）です。
詳しいことについては、各問い合せ先まで。

平和学習
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４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。　

　

開
館
日
＝
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

　

開
館
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
企
画
展
＝
４
月
31
日
ま
で
「
大
江
甲こ

う

拾じ
ゅ
う

の
生
書

展
」を
開
催
中
。

　

５
月
か
ら「
池
田
の
絵
て
が
み
展
」を
開
催
予
定
。

問
合
＝
大
江
町
和
紙
伝
承
館（
TEL
兼
FAX 

56-

２
１
０
６
）、

　
　
　

大
江
支
所（
TEL 

56-

１
１
０
２・
FAX 

56-

２
０
１
８
）

コミュニティ助成事業
　宝くじの収益金を財源とする一般財団法人自治総合センターの「コミュニ
ティ助成事業」を活用して、平成26年度に下記事業を実施しました。
■まちづくり推進課（TEL24-7033・FAX23-6537）

宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。

城見台公園コンビネーション
遊具設置 (土師新町南 )

太鼓修繕 (大江太鼓 ) 口榎原公民館改修 (口榎原 )

LINEで情報をお届けしています！

LINE@で福知山のイベント情報・観光情報な
どをお届けしています！ぜひ登録してください。
■秘書課広報係（TEL24-7000・FAX24-7023）

広報ふくちやまで会社・お店をＰＲしてみませんか？

有 料 広 告 募 集有 料 広 告 募 集
広告枠／縦 48㍉㍍×横 80㍉㍍
　　　　（この枠の大きさです）
広告料／掲載 1回につき 10,800 円（税込）
印刷部数／ 32,900 部（全戸配布）
詳しくは、秘書課広報係（TEL24-7000・FAX24-
7023）まで問い合わせください。

健康・検（健）診

パパママ学級 受講者募集のお知らせ
 妊娠、出産、育児について学び、夫婦で協力して出産、育児に取り組めるように教室を開催します。
対象＝本市在住のお母さんになる人、お父さんになる人、その家族
場所＝中央保健福祉センター（北本町二区）　　持ち物＝母子健康手帳、テキスト（これまで参加の人）、飲み物
申込方法＝1週間前までに、電話または直接、中央保健福祉センター（TEL23-2788・FAX23-5998）まで
※先着30組のため、受講していただけない場合もあります。ご了承ください。

妊娠中の過ごし方 出産に向けて 産後について

内　容
・妊娠の経過
　赤ちゃん抱っこの練習
　妊娠中の栄養の話と試食

・お産の徴候と夫の役割、入
院準備、妊婦体操、乳房の手
入れ

　たばこについて

・産後の過ごし方、赤ちゃん
　のお風呂の入れ方
・チャイルドシートの正しい
　選び方と付け方

日　程 ４月27日（月） ５月22日（金） ６月13日（土）
と　き 午前９時～午前１１時３０分 午後１時～４時 午後１時～４時

その他
※パパママ学級当日、妊娠20
週未満の人は見学となりま
す。

※母子健康手帳発行時にお渡
しした「チャイルドシートア
セスメント」をご持参くださ
い。

※１回のみの参加、妊婦さんのみの参加、お父さんになる人のみの参加、夫婦一緒に参加も可能です。
　また、必要に応じて、保健師、助産師、栄養士が個別相談に応じます。
※お父さんになる人には、妊婦体験をしていただけます。
※喫煙者、喫煙歴のある人、周囲に喫煙者がいる人には、呼気中一酸化炭素濃度測定をしていただけます。

市
長
の

何
で
も
相
談
日

市
政
や
、そ
の
ほ
か
の
事
に
つ
い
て
、相
談
者
と
市
長
が
直
接
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
お
一
人（
組
）あ
た
り
20
分
ま
で
）　

時
＝
５
月
13
日（
水
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

と
こ
ろ
＝
大
江
支
所（
大
江
町
中
央
）　

申
込
＝
４
月
24
日（
金
）午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、
市
民
相
談
室（
TEL 

24-

７
０
２
７
・
FAX 

24-

７
０
２
３
）ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、抽
選
で
６
人（
組
）ま
で
。※
毎
月
１
回
あ
り
ま
す
。※
初
め
て
の
人
を
優
先
。 
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■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
■消　防　署（TEL22-0119・FAX22-5458）■東 分 署（TEL27-0119）■北分署（TEL33-0119）

効果的な歩き方を学ぼう!「歩いてキラキラ！
ウォーキング教室」参加者募集
　正しい姿勢で歩くことでウォーキングの効果
はあがります。健康づくり、ストレス解消、ダイ
エットにも最適な体幹を使ったウォーキングを
“楽しく”、“わかりやすく”学ぶ教室です。
参加費は無料です。
時＝5月13日（水）・5月27日（水）・6月10日（水）
いずれも午後1時30分～ 4時
所＝夜久野ふれあいプラザ（夜久野町下町）
対象＝市民　※原則として継続して参加できる人
内容＝効果的なウォーキング方法に関する講義
と屋外ウォーキング（1～ 3ｋｍ程度）
講師＝健康運動指導士
　　　長

なが
岡
おか
　夕

ゆ
岐
き
子
こ
さん

募集人数＝20人（先着順）
申込＝電話・ファクスまたは
直接、西部保健福祉センター
（TEL37-1234・FAX37-5002）まで

「おにっこママの健康講座」（全3回）
　子育て世代の女性を対象にした健康講座です。
若いうちからの体力づくりをめざして、体力年
齢を知り、３B体操とヨーガでからだを動かしま
しょう。保育ルームを設けます。
参加費は無料です。

時 内　容 申込期限
5月15日㈮ 体力年齢を知ろう 5月 8日㈮まで
5月21日㈭ ３B体操 5月14日㈭まで
6月 5日㈮ ヨーガ 5月29日㈮まで
時間はいずれも　午前10時～ 11時30分
（受付時間：午前9時30分～ 9時50分）
＊１回のみの参加も可能です。
対象＝市民で子育てをしている女性
定員＝各回20人（先着順）
　　　※保育は事前予約が必要です。　　　　　
所＝北部保健福祉センター（大江町中央）
　　※会場は京都丹後鉄道大江駅から徒歩約3分
申込＝電話・ファクスまたは直接、北部保健福祉
センター（TEL56-2620・FAX56-2018）まで

人間ドックのお知らせ
　健診はあなたの健康度を計る目安になります。病気の早期発見・早期治療のためにも欠かすことはで
きません。年に一回は必ず健診を受けましょう！

後期高齢者医療制度 国民健康保険

制 度 概 要

　市では、75歳以上（一定の障害があると認
定を受けた人は65歳以上）の後期高齢者医療
制度の加入者を対象に人間ドックを６月から
実施します。
※後期高齢者医療制度加入の人は、後期高齢
者健診または人間ドックのどちらかを選ん
でください。

　市では、30歳以上の国民健康保険加入者
を対象に、6月から人間ドックを実施します。
※40歳以上の国民健康保険加入の人は、特定
健康診査または人間ドックのどちらかを選
んでください。

受 付 期 間 平成27年5月11日㈪から平成28年2月29日㈪まで
＊受診できる期間は平成27年6月1日㈪から平成28年3月31日㈭まで

受 診 で き る 人

①後期高齢者医療制度に加入されている人
（本市より後期高齢者医療被保険者証の交
付を受けている人）

②入院していない人
③後期高齢者医療保険料を完納している人

①本市の国民健康保険加入期間が6カ月以上
で満30歳以上の人

②入院または妊娠をしていない人
③国民健康保険の保険料を完納している人

健 診 の 費 用 3,600円
＊受診の際、医療機関にお支払いください。

10,800円
＊受診の際、医療機関にお支払いください。

健 診 項 目 血圧測定、尿検査、心電図、脂質系検査、腎機能検査、糖尿病検査、肝機能検査、貧血検査、痛風検査、腫瘍
マーカー検査、腹部超音波検査、Ｘ線検査（胸部）、胃検査（胃透視または胃カメラ）、大腸検査（便検査）

受診できる医療機関 京都ルネス病院、福知山市民病院

申 し 込 み

後期高齢者医療被保険者証をご持参のうえ、
市役所保険課高齢者医療係・各支所窓口相談
係へお申込みください。

国民健康保険証と特定健康診査受診券をご持
参のうえ、市役所保険課・各支所窓口相談係へ
お申込みください。
＊特定健康診査受診券は、40歳以上の国民
健康保険加入者にお送りします。

問 い 合 わ せ 先 ■保険課高齢者医療係
　（TEL24‐7018・FAX23‐6537）

■保険課国保給付係
　（TEL24‐7015・FAX23‐6537）

鯉
の
ぼ
り
手
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「からだしなやか転ばん塾」参加者募集！

　「最近つまづきやすい」「体が硬く動きにくい」
「筋力が落ちてきた」ということを感じている人
にぴったりの教室です。いつまでもいきいきと活
動するために、転ばん塾で、しなやかに動くから
だづくりをしましょう。参加費は無料です。
該当のコースをご確認のうえ申し込んでください。
ゆったりコース（75歳以上の市民）

と　　き 内　　容
5月28日（木） 作業療法士による集団体操
6月11日（木） 3B体操
7月16日（木） 作業療法士による集団体操
8月27日（木） 作業療法士による集団体操

定員＝各コース25人程度
時＝5月～翌年3月　毎月1回　木曜日
　　いずれも午後1時30分～ 3時30分
所＝北部保健福祉センター（大江町中央）
　　※京都丹後鉄道大江駅から徒歩3分
申込＝4月24日（金）から受付開始（先着順）
　　　電話、ファクスで北部保健福祉センター　
　　　（TEL56-2620・FAX56-2018）まで申し込ん
　　　でください。
しっかりコース（65歳～ 74歳の市民）

と　　き 内　　容
5月21日（木） 3B体操
6月18日（木） 作業療法士による集団体操
7月12日（木） 3B体操
8月20日（木） 3B体操

※「3B体操とは？」…ボール、ベル、ベルター（輪をつないでベルト状にしたもの）の用具を使って、音楽に合わせて体を動かす体操です。

＜お知らせ＞6 月の集団健診のお知らせ＜申し込み制＞
特定健診・後期高齢者健診・生活習慣病予防健診・各がん検診等を実施します。    
Ⅰ　実施日・会場・内容　○印が受診可能　※定員になり次第締め切ります。ご了承ください。

実　施　日 会　　　場
特
定
健
診

後
期
高
齢
者
健
診

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

胃
部　
X
線
検
診

胃
部
Ａ
Ｂ
Ｃ
血
液
検
診

大
腸
が
ん
検
診

肺
が
ん
／
結
核
検
診

 
前
立
腺
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

送迎対象地域
＊送迎希望の人はご
相談ください。
＊中央保健福祉セン
ターエリアでは送
迎を実施しません
ので、ご了承くだ
さい。

① 6月12日㈮ 午後 中央保健福祉センター（北本町二区） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
② 6月15日㈪ 午後 東部保健福祉センター（千束） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 細見地域
③ 6月17日㈬ 午前 夜久野ふれあいプラザ（夜久野町下町） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 下夜久野地域
④ 6月25日㈭ 午前 武道館（猪崎） ○ ○ ○ ○ ○
⑤ 6月26日㈮ 午前 ○ ○ ○ ○ ○
＊健診日の１カ月前までにお申し込みください。申し込まれた人には、後日、問診票・注意事項等をお送りします。

Ⅱ　対象年齢・費用
特定健診 40歳（Ｓ51.3.31生以前）以上で福知山市国民健康保険加入者 500円
後期高齢者健診 市から後期高齢者医療被保険者証の交付を受けている人 無料
生活習慣病予防健診 30歳～ 39歳（S51.4.1 ～ S61.3.31生） 1,000円
胃部検診（Ｘ線検査） 40歳以上(S51.3.31生以前) 500円
胃部ABC検診（血液検査） 今年度40・45・50・55・60・65歳(H28.3.31現在） 500円
肺がん検診 40歳以上(S51.3.31生以前) 無料

(たんの検査は500円）
結核検診 65歳以上(S26.3.31生以前) 無料
大腸がん検診 40歳以上(S51.3.31生以前) 100円
前立腺がん検診 50歳以上の男性(S41.3.31生以前) 200円
乳がん検診 40歳以上の女性(S51.3.31生以前) 700円
子宮がん検診 20歳以上の女性(H8.3.31生以前) 700円
＊70歳以上（S21.3.31生以前）の人は無料です。　＊69歳以下で市民税非課税世帯・生活保護世帯の人は無料制度があ
りますので、事前に各保健福祉センターまでお問い合わせください。　＊65～ 69歳で、後期高齢者医療に加入している
人は、後期高齢者健診が無料になります。必ず被保険者証をお持ちください。（がん検診は除く）

Ⅲ　お申し込み・お問い合わせ先         
　　中央保健福祉センター（北本町二区）　　（TEL23-2788・FAX23-5998）…①④⑤
　　東部保健福祉センター（三和町千束）　　（TEL58-2090・FAX58-3013）…②
　　西部保健福祉センター（夜久野町下町）　（TEL37-1234・FAX37-5002）…③ 

（
（

）
）
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■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
■消　防　署（TEL22-0119・FAX22-5458）■東 分 署（TEL27-0119）■北分署（TEL33-0119）

内科・
小児科

休日急患診療所
（北本町二区　TEL22-4128）

9：00～ 12：00
13：30～ 17：30

3日
（日・祝）

4日
（月・祝）

5日
（火・祝）

6日
（水・振）

10日
（日）

17日
（日）

24日
（日）

31日
（日）

※休日急患診療所開設日の18：00～ 24：00は、当番医がそれぞれの診療所において在宅診療を行っています。
詳細は、休日急患診療所（TEL22-4128）または消防署（TEL22-0119）まで。

外科
福知山市民病院
（厚中問屋町　TEL22-2101） 10：00～ 24：00

4日
（月・祝）

6日
（水・振）

17日
（日）

31日
（日）

京都ルネス病院
（西本町　TEL22-3550） 10：00～ 24：00

3日
（日・祝）

5日
（火・祝）

10日
（日）

24日
（日）

●市政だより

KBS京都
 テレビ
FM丹波（79.0MHZ）

 月～金曜日

毎週火曜日
18：55～
18：58

8：00～ 8：05
17：20～17：25

●休日当番医（5月）

リサイクルプラザ
手づくり体験教室 
時＝各教室とも
　　午後1時～ 3時
所＝リサイクルプラザ
　　2階（牧・環境パーク内）
対象＝市内在住・在勤の人
※中学生以下は保護者の
同伴が必要です。
※設備の数が限られてい
るため、同一教室での
申し込みは、1世帯1人
とします。
申込＝4月23日㈭から各
教室の前日までに、環境
政策室環境・再生エネ
ルギー係（TEL22-1827・
FAX22-4881）まで
※先着順
※団体での体験教室も受
け付けます。（月2団体
以内）
※キャンセルされる場合
は、教室の2日前までに
必ずご連絡ください。 

5 月 開催日 教室名 内　　　容 募集人数 受講料

6日
（水）

＜布教室＞
おしゃれエプロンを作ろう

おしゃれなエプロンを作ります。
※ミシンを使います。 6人 300円

（税込）

＜ガラス教室＞
トンボ玉を作ろう
（ガラス玉）

オリジナルのガラス玉（大1個と小2個）を作り
ます。※バーナーを使います。※中学生以上が
対象です。

6人 500円
（税込）

11日
（月）

＜布教室＞
トートバッグ（Ａ
４タテ）を作ろう

着物地を使ってA4タテ型が入る、おしゃれな
トートバック（内ポケット付き）を作ります。
※ミシンを使います。

6人 300円
（税込）

13日
（水）

＜PPバンド教室＞
小物入れを作ろう PPバンドと針金を使って小物入れを作ります。 6人 300円

（税込）

15日
（金）

＜布教室＞
ガーデニング帽子を作ろう

日よけに適したガーデニング用の帽子を作りま
す。※ ミシンを使います。 6人 300円

（税込）

18日
（月）

＜裂き織り教室＞
ペンケースを作ろう

細く裂いた布を横糸の代わりにして、布を織り込みペ
ンケースを作ります。※ミニ手織り機を使います。 4人 300円

（税込）

＜ガラス教室＞
箸置きを作ろう

板ガラスの材料で、ステキな箸置きを作りま
す。※電気炉（雪んこ）を使います。※箸置きの
引き取りは翌日以降となります。

4人 300円
（税込）

21日
（木）

＜牛乳パック教室＞
ほっこり円座を作ろう
（丈の低い座椅子）

牛乳パックと布を使って、円座（丈の低い座椅
子）を作ります。※ミシンを使います。 10人 300円

（税込）

25日
（月）

＜布教室＞
ホームキャップを作ろう

台所仕事や掃除などにフィットした、帽子を作りま
す。（男性にもぴったりです）※ミシンを使います。 6人 300円

（税込）

27日
（水）

＜布教室＞
布ぞうりを作ろう

布を編み上げて、足元さわやかな布ぞうりを作
ります。※バスタオルがあれば1枚分を丈150
㎝幅３㎝程に裁断してお持ちください。

6人 300円
（税込）

『卒煙チャレンジ教室』　参加者募集！！
　お財布にも体にも優しい禁煙はじめませんか？ 
募集対象＝たばこをやめたい市民
時＝5月29日（金）午後1時30分～ 3時30分
所＝中央保健福祉センター（北本町二区）
内容＝保健師の話「卒煙の秘策」、呼気中一酸化炭素濃度・

尿中ニコチン濃度の測定、交流会、卒煙成功者からのアド
バイス、保健師、看護師による個別相談（希望者のみ）
定員＝20人（先着順）※保育コーナーがあります。
ご希望の人は申し込み時にお伝えください。
申込・問合＝5月20日（水）までに中央保健福祉センター
（TEL23-2788・FAX23-5998）に申し込んでください。

リサイクル・環境

住宅用太陽光発電システム設置費補助金額を改定します
　本市では、平成26年度に引き続き、平成27年度
も住宅用太陽光発電システムの設置に対し設置費
用の一部を補助しますが、この度、1キロワット当たり
の単価と補助金の上限額を次のとおり改定します。

改定内容 改定後 （参考）改定前
1キロワット当たりの単価 10,000 円 20,000 円
補助金の上限額 50,000 円 100,000 円

※平成27年4月1日申請分から適用します。
対象＝市内で自ら居住する住宅（新築する住宅を
含む）に太陽光発電システムを設置された人、また

は太陽光発電システムが設置された市内の建売住
宅を購入された人で、次に該当する人。
・電力会社の電力受給開始日から6カ月以内の人
（国が行う住宅用太陽光発電補助金の交付を受け
た人は、その交付決定の日から6カ月以内の人）
申請書類＝①申請書②住民票の写し（発行後3カ月
以内のもの）③市税納税証明書（発行後3カ月以内
のもの）④太陽光発電システムの設置された住宅
全体および設置状態を示す写真⑤電力会社との電
力受給契約の内容を確認できる書類の写し
（国の住宅用太陽光発電補助金の交付を受けた人
は、申請書類が異なりますので、下記にお問い合わ
せください）
申請・問合＝環境政策室（TEL22-1827・FAX22-4881）

参加費無料

3月末現在の人口・世帯数　※（　）は前月比
☆人口 80,038人（‒474）　男 39,227人（‒253）　女 40,811人（‒221）　☆世帯数 35,544世帯（‒85）
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情報局
おもな施設　大型連休期間のご案内

施　　設　　名 4/25 26 27 28 29 30 5/1 2 3 4 5 6
土 日 月 火 水・祝 木 金 土 日・祝 月・祝 火・祝 水・振

市役所 窓口 － － ○ ○ － ○ ○ － － － － －
福知山
市民病院

外来 － － ○ ○ － ○ ○ － － － － －
救急 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福知山市民病院大江分院（外来） － － ○ ○ － ○ ○ － － － － －
雲原診療所（外来） － － ○ － － － ○ － － － － －
休日急患診療所 － ○ － － ○ － － － ○ ○ ○ ○
環境
パーク

ごみ収集 － － ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○
ごみ持ち込み － － ○ ○ ○ ○ ○ － 午前のみ ○ ○ ○

斎　場 火葬棟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
葬祭棟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公設地方卸売市場（青果） ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ － －
総合福祉会館 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
大江町老人福祉センター (舟越会館) － － ○ ○ － ○ ○ － － － － －
三和町郷土資料館 － － ○ ○ － ○ ○ － － － － －
人権ふれあいセンター － － ○ ○ － ○ ○ － － － － －
堀・庵我児童館 － － － － － － － － － － － －
南有路児童館 ○ ○ － ○ － ○ ○ ○ － － － －
その他の児童館 ○ － － ○ － ○ ○ ○ － － － －
夜久野ふれあいプラザ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
夜久野町化石・郷土資料館 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
日本の鬼の交流博物館 ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
市民体育館・野球場 － － － － － － － － － － － －
温水プール ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
市民運動場（弓道場・テニスコート） ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
三段池公園総合体育館、武道館 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
長田野体育館、長田野公園運動広場 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
動物園・都市緑化植物園・児童科学館 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
福知山鉄道館ポッポランド ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
福知山城（福知山市郷土資料館） ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
佐藤太清記念美術館 ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
丹波生活衣館 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
芦田均記念館 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
治水記念館 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
新町文化センター ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ － － － －
図書館中央館 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
図書館三和分館･夜久野分館・大江分館 ○ ○ － ○ － ○ ○ ○ － － － －
川口・日新・六人部・成和・大江地域公民館・桃映地域体育館 ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ － － － －
三和・夜久野地域公民館 貸し館のみ 貸し館のみ ○ ○ 貸し館のみ ○ ○ ○ 貸し館のみ 貸し館のみ 貸し館のみ 貸し館の

み

大江町総合会館 貸し館のみ 貸し館のみ ○ ○ 貸し館のみ ○ ○ ○ 貸し館のみ 貸し館のみ 貸し館のみ 貸し館の
み

北陵総合センター（北陵地域公民館） ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ － － － －
夜久野荘 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
やくの木と漆の館 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
やくの花あずき館 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
やくのベゴニア園 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ －
夜久野高原温泉ほっこり館 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
やくの本陣 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
やくの一道庵 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
子ども等体験農園 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○
あしぎぬ大雲の里 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大江山グリーンロッジ・鬼瓦工房 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大江町和紙伝承館 ○ ○ － － ○ － － ○ ○ ○ ○ ○
防災センター ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
▶次の施設は期間中、休まず営業しています。
市民交流プラザふくちやま（自動交付機含む）、夜久野町ふれあいの里福祉センター、教育集会所、厚生会館、北陵総合セ
ンターこぶし荘、大呂自然休養村センター・グラウンドゴルフ、里の駅みたけ、緑の里交流センター（無人）、三和荘、福
知山城公園観光駐車場、市営福知山駅南口広場駐車場、市営福知山駅北口広場駐車場、市営福知山駅東駐輪場・市営福知
山駅西駐輪場、上下水道サービスセンター

○ 開館（営業）
－ 休館（休業）
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略記号の説明　◯所＝場所　◯問＝問い合わせ先　◯社協＝社会福祉協議会

5　　月 相談あんない
●おもな相談　※いずれも無料・秘密厳守。特記した相談以外は、事前の申し込みは不要です。
区分 相　　　談 日（曜日） 時　　間 場　　所 問い合わせ先

人　
　

権

人 権 相 談 25日㈪ 10：00～15：00 市民交流プラザふくちやま
人権推進室
TEL24-7022
FAX23-6537

心 配 ご と 相 談
11日㈪

 9：00～15：00
大江町総合会館

14日㈭ 三 和 支 所
20日㈬ 夜久野ふれあいプラザ

女 性 相 談 14日㈭・28日㈭ 13：00～16：00人 権 相 談 室
要事前申込／前週金曜日までに電話または直接、人権推進室まで。先着3人。

健　
　
　
　

康

成 人 の 健 康 相 談
栄 養 相 談

12日㈫
13：30～15：30

○所・○問　北部保健福祉センター　TEL56-2620  FAX56-2018
13日㈬ ○所    　三和支所内 東部保健福祉センター

○問　  東部保健福祉センター　TEL58-2090  FAX58-3013
19日㈫ ○所・○問　西部保健福祉センター　TEL37-1234  FAX37-5002
26日㈫  9：30～11：00○所・○問　中央保健福祉センター　TEL23-2788  FAX23-5998

栄養相談は要事前申込／当日までに、電話・FAXまたは直接各保健福祉センターまで。

親と子の 健 康相 談

8日㈮
 9：30～11：30

○所・○問　西部保健福祉センター　TEL37-1234  FAX37-5002
13日㈬ ○所・○問　北部保健福祉センター　TEL56-2620  FAX56-2018
21日㈭ ○所・○問　東部保健福祉センター　TEL58-2090  FAX58-3013

要事前申込／当日までに、電話・FAX、または直接各保健福祉センターまで。

福　
　
　

祉

身 体 障 害 者 相 談 3日㈰・21日㈭ 13：00～15：00総合福祉会館 社会福祉課
TEL24-7017　FAX22-9073

身体障害者巡回更生相談 28日㈭
要事前申込／5月26日㈫までに、電話・FAXまたは直接社会福祉課まで。

精神障害者相談員による相談 13日㈬・27日㈬ 電話相談のみ
13：00～16：00 電話相談090-6911-7099 社会福祉課

TEL24-7017　FAX22-9073

き こ え の 相 談 22日㈮ 13：00～15：30 ふれあいの里福祉センター 福知山市聴覚言語障害センター　TEL24－4439  FAX24-4459
要事前申込／電話・FAX、または直接福知山市聴覚言語障害センターまで。

ふれあい福祉相 談 1日㈮　13：00～16：00

総合福祉会館 ◯社協 本　　所TEL25-3211  FAX24-5282
日新地域公民館 ◯社協 本　　所TEL25-3211  FAX24-5282
東部保健福祉センター ◯社協 三和支所TEL58-3713  FAX58-3732
ふれあいの里福祉センター ◯社協 夜久野支所TEL38-1200  FAX38-1230
老人福祉センター舟越会館 ◯社協 大江支所TEL56-0224  FAX56-1654

年 金 相 談
7日㈭　 9：45～15：45市民課相談室 舞鶴年金事務所　TEL0773-78-116521日㈭　10：00～15：00 中丹勤労者福祉会館

要事前申込／電話で舞鶴年金事務所お客様相談室（予約専用TEL0773-76-5772）まで。
家 庭 児 童 相 談 月～金（祝日を除く） 8：30～16：15 家庭児童相談室 子育て支援課　TEL24-7066 FAX22-9073

教
育子 ど も 教 育 相 談 月～金（祝日を除く） 9：00～16：00 ○所・○問　　教育相談室　　TEL24-3749  FAX24-5135

く　

ら　

し

生活としごとの総合相談 月～金（祝日を除く） 8：30～17：00 生活としごとの相談窓口 社会福祉課　TEL24-7094 FAX22-6610
消 費 生 活 相 談 月～金（祝日を除く） 9：00～16：00 消費生活センター 生活交通課　TEL24-7020 FAX23-6537
農 地・ 農 政 相 談 11日㈪　 9：00～12：00 各支所・京都農協・京都丹の国農協の各支店ほか 農業委員会　TEL24-7046 FAX23-6537

建 築 無 料 相 談 15日㈮　13：30～15：30 市 民 交 流 プラザふくちやま会議室3-3 建 築 課　TEL24-7053 FAX23-6537

税 務 相 談 21日㈭　13：00～16：00市 民 相 談 室 市民相談室　TEL24-7027 FAX24-7023
交通事故巡回相談 13日㈬・27日㈬  9：00 ～16：00 ○所・○問　福知山地域総務室　TEL22-3901  FAX23-8242
不 動 産 相 談 12日㈫　13：00～15：30市 民 相 談 室 市民相談室　TEL24-7027 FAX24-7023

行　
　

政　
　

・　
　

法　
　

律

行 政 相 談

11日㈪　 9：00～15：00大江町総合会館 大 江 支 所　TEL56-1101 FAX56-2018
14日㈭　 9：00～12：00三 和 支 所 三 和 支 所　TEL58-3001 FAX58-3013
20日㈬　 夜久野ふれあいプラザ 夜久野支所　TEL37-1101 FAX37-5002
27日㈬　

13：00～16：00市 民 相 談 室
市民相談室
TEL24-7027
FAX24-7023

司法書士法律・登記相談 14日㈭　
行 政 書 士 相 談 28日㈭　

法 律 相 談
29日㈮　12：30～16：30

要事前申込／ 5月21日㈭までに、市民相談室に来訪、電話・FAXいただくか、郵送（住所・氏名・電話番号・相談内容を明
記）で市民相談室まで。※市民に限定。申込者多数の場合、抽選で10人まで。（年度内で初めての人を優先します）

多重債務専門法律相談 8日㈮・22日㈮ 15：30～17：00市 民 相 談 室 市民相談室　TEL24-7027 FAX24-7023
要事前申込／前日午後4時までに、電話で京都弁護士会（TEL075-231-2378）まで。各日先着3人。

府民無料法律相談 8日㈮ 13：30～16：30 ○所・○問　京都府福知山地域総務室　TEL22-3901 FAX23-8242
要事前申込／前日午前9時から、電話で京都府福知山地域総務室まで。先着9人。

広
報
ふ
く
ち
や
ま

平
成
27（
2015）年

4月
15日

号

●
発
行
/
福
知
山
市

●
編
集
/
秘
書
課

〒
620-8501

京
都
府
福
知
山
市
字
内
記
13番

地
の
1（
内
記
三
丁
目
）

TEL0773（
22）6111　【

代
表
】FAX0773（

23）6537
※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
の
表
記
は
、
新
聞
表
記
基
準
に
準
じ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.fukuchiyam

a.kyoto.jp. 広報ふくちやまは１日号を毎月第１木曜日、15日号を毎月第３木曜日に配布しています。次回5月合併号は5月21日（木）に配布します。
「広報ふくちやま」についてのご意見・ご感想をお待ちしています。
■秘書課広報係（TEL24-7000・FAX24-7023　Eメールhisyo@city.fukuchiyama.lg.jp）

※
「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、
環
境
に
や
さ
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


